
小4 倍でくらべる そうごうテスト（その1）
全12問　100点

なまえ

ひづけ /100

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「小4の倍でくらべる」のプリント一覧がひらきます

答えは下線に書く。AかBか同じかをえらぶ問いは、
ふえた分や、そのあとの大きさでなく、何倍かでくらべる

1
8点

ゴムAは100cmが200cmに、
ゴムBは50cmが150cmに
のびました。何倍かで見て、
どちらがよくのびましたか。

答え （A・B・同じ）

2
8点

テープAをもとにすると、
テープBは3倍で240cmです。
テープAは何cmですか。

答え

式・ひっ算

cm

3
8点

ばねAは20cmが60cmに、
ばねBは35cmが70cmに
のびました。何倍かで見て、
どちらがよくのびましたか。

答え （A・B・同じ）

4
8点

水そうの水が20Lから60Lに
ふえました。もとの量の
何倍になりましたか。

答え

式・ひっ算

倍

5
8点

お姉さんのカードの数は
ゆうたさんの4倍で200まいです。
ゆうたさんは何まいですか。

答え

式・ひっ算

まい

6
8点

シールAは20まいが80まいに、
シールBは30まいが90まいに
ふえました。何倍かで見て、
どちらがよくふえましたか。

答え （A・B・同じ）

7
8点

ひまわりが20cmから100cmに
のびました。もとの長さの
何倍になりましたか。

答え

式・ひっ算

倍

8
8点

草Aは70cmが140cmに、
草Bは30cmが120cmに
のびました。何倍かで見て、
どちらがよくのびましたか。

答え （A・B・同じ）

9
9点

どんぐりが30こから210こに
ふえました。もとの数の
何倍になりましたか。

答え

式・ひっ算

倍

10
9点

ひよこAは40gが120gに、
ひよこBは70gが140gに
ふえました。何倍かで見て、
どちらがよくふえましたか。

答え （A・B・同じ）

11
9点

ケーキのねだんは、パンの
3倍で360円です。パンの
ねだんは何円ですか。

答え

式・ひっ算

円

12
9点

子ねこAは20gが40gに、
子ねこBは30gが60gに
ふえました。何倍かで見て、
どちらがよくふえましたか。

答え （A・B・同じ）



小4 倍でくらべる そうごうテスト（その1）【こたえ】

全12問　100点

なまえ

ひづけ /100

いちごドリル プリント

決まり：A・Bは「B」「ゴムB」どちらも○。「同じ」は「おなじ」も○。何倍は「3」「3倍」どちらも○
配点：問1〜8は8点・問9〜12は9点（合計100点）
全部○ならこの単元はおわり。×の型は、下の「まちがえたら→」へ

つまずき①　ふえた分（差）でくらべる
この型の問：問1・問6・問12
3問とも×→つまずき　1〜2問だけ×→うっかりかも

問1 A200÷100＝2倍　B150÷50＝3倍→B
よくある×：同じ（ふえた分がどちらも100）
考え方：差でなく、何倍かでくらべる

問6 A80÷20＝4倍　B90÷30＝3倍→A
よくある×：同じ（ふえた分がどちらも60）
考え方：差でなく、何倍かでくらべる

問12 A40÷20＝2倍　B60÷30＝2倍→同じ
よくある×：B（ふえた分 20と30でくらべた）
考え方：倍が同じなので同じ。差は同じでない

つまずき： ふえた分（差）でくらべる
差が同じ→「同じ」、倍が同じ→差が大きい方

まちがえたら→「特訓ドリル①-1」から
1〜2問だけ×なら、①-1を1枚だけやってみる

つまずき②　あとの大きさでくらべる
この型の問：問3・問8・問10
3問とも×→つまずき　1〜2問だけ×→うっかりかも

問3 A60÷20＝3倍　B70÷35＝2倍→A
よくある×：B（のびたあとでくらべた）
考え方：何倍でくらべる。あとの大きさでない

問8 A140÷70＝2倍　B120÷30＝4倍→B
よくある×：A（のびたあとでくらべた）
考え方：何倍でくらべる。あとの大きさでない

問10 A120÷40＝3倍　B140÷70＝2倍→A
よくある×：B（ふえたあとでくらべた）
考え方：何倍でくらべる。あとの大きさでない

つまずき： のびた・上がった・ふえたあとが大きい方を選ぶ

まちがえたら→「特訓ドリル①-1」から
1〜2問だけ×なら、①-1を1枚だけやってみる

つまずき③　もとにする大きさをかけ算で出す
この型の問：問2・問5・問11
3問とも×→つまずき　1〜2問だけ×→うっかりかも

問2 240÷3＝80（cm）
よくある×：240×3＝720
考え方：もと×3＝240。もとはわり算で出す

問5 200÷4＝50（まい）
よくある×：200×4＝800
考え方：もと×4＝200。もとはわり算で出す

問11 360÷3＝120（円）
よくある×：360×3＝1080
考え方：もと×3＝360。もとはわり算で出す

つまずき： もとにする大きさをもとめるのに、かけ算にする

まちがえたら→「特訓ドリル②-1」から
1〜2問だけ×なら、②-1を1枚だけやってみる

つまずき④　ふえた分を何倍かにする
この型の問：問4・問7・問9
3問とも×→つまずき　1〜2問だけ×→うっかりかも

問4 60÷20＝3（倍）
よくある×：（60－20）÷20＝2
考え方：できた大きさ÷もと。差ではない

問7 100÷20＝5（倍）
よくある×：（100－20）÷20＝4
考え方：できた大きさ÷もと。差ではない

問9 210÷30＝7（倍）
よくある×：（210－30）÷30＝6
考え方：できた大きさ÷もと。差ではない

つまずき： ふえた分がもとの何倍かを答える

まちがえたら→「特訓ドリル③-1」から
1〜2問だけ×なら、③-1を1枚だけやってみる


